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明 細 苫

移動通信システムで使用される墓地局装置及び方怯

技術分野

０００1 本発明は移動適信の技術分野に関し、特に移動適信システムて使用される墓地局

装置及ひ方怯に関庫する。

背景技術

０００2 この種の技術分野ては、ワイトハント符号分割多元接続 (W CDMA)方式、高速タウ

ンリンクパケノトアクセス ( DPA)方式、高速アノプリンクパケノトアクセス ( UPA)方

式等の後継となる適信方式、すなわちロンクタームエホリューション( TE ong T e

m Ev o u o n ) か、W CDMAの標準化団体 3 P P て検討されている。 TEては、インア

クティフの(アイトル状態の)ユーザ装置は、ぺ一シンクチヤネルの間欠受信 (DRX D

s c o n nuous Rece p o n )を行いなからセル問を移動可能てあり、位置登録状態を最

新状態に維持しなから 以上のセルを含むトラノキンクエリア(TA T ack ng A ea)毎

に管理される。アイトル状態ては墓地局には咳ユーザ装置のコンテクストは存在せす

、上位局において位置登録状態か管理される。ネノトワークかアイトル状態のユーザ

装置を呼ひ出す場合は、咳ユーザ装置の Xタイミンクに合わせてトラノキンクエリ

アに属する全セルて一斉にぺ一シンクチヤネルか迭信され、ユーザ装置に着信かか

かる。

０００3 ところて、 TEては、アクティフのユーザ装置ても主にハノテリセ一ヒンクの観点か

ら必要に応して間欠受信か行われる。例えはインターネノトアクセスを行うザ一ヒスの

場合、トラフィノクかハースト的に到来するため、テータ迭信と吹のテータ迭信の間に

かなりの時間か空くことかある。例えはウェフペ一シをタウンロートしてユーザか咳ぺ

一シを読み、吹のぺ一シをタウンロートするまての間なとてある。この場合に間欠受

信か行われる。アクティフ状態ては墓地局に咳ユーザ装置のコンテクストか存在し、

ネノトワークはユーザ装置の位置をセル卓位て把握している。ユーザ装置をアイトル

状態に遷移させすにアクティフ状態て間欠受信を適用することは、墓地局におけるコ

ンテクストの作成・削除の処理や、回線を設定するためのシクナリンクを削減するた



めに有効てある。また、ハノテリーの梢耗を防きつつハースト的に発生するパケノトを

ょり低遅延て伝迭てきる。

０００4 間欠受信を行っているユーザ装置は、一定の周期(DRX周期)て起動状態及ひ休

止状態を切り替えなから動作し、その周期て 2制御信号を受信する。ュ一ザ装

置は 2制御信号を復燗し、自装置宛の清報の存否を確甜する。その清報は、例

えは下りテータか存在すること、それか存在する場合に使用されるリソースフロノク及

ひテータフオーマノト(テータ変凋方式等)、吹回の上りテータ迭信に使用可能なリソ

ースフロノク及ひテータフオーマノト等を含むかもしれない。自装置宛の清報か存在

してたならは、その清報に従って例えは下りテータを受信する。そぅてなけれはュ一

ザ装置は起動状態から休止状態に遷移し、吹回の起動タイミンクまて待機する。一

般に、DRX周期か長いほとハノテリセ一ヒンク又は省電力化の効果か大きくなるか、

DRXはQ o にも影響する点に留首を要する。無線ヘアラ毎にDRX周期を設定する技

術については例えは非特井文献 に記載されている。

非特井文献 1 3G 寄菩R2 ０7０463 2００7年2月6 日

発明の開示

発明が解決しようとする裸題

０００5 ところて、ザ一ヒスエリア内のュ一ザ装置の位置や適信環境は様々てあるのて、無

線ヘアラか同してあってもュ一ザ装置個々のチャネル状態又は無線伝搬状況は同し

てない。チャネル状態の良くないュ一ザ装置は、下り 2制御信号やそれに続くテ

ータ信号の受信に失敗するかもしれない。間欠受信か行われている場合に、下り信

号の受信に失敗すると、次回起動するタイミンクまて不適の状態か続き、下り信号の

伝迭遅延は長くなってしまぅことか野念される。テータ信号の受信に失敗しても 2

制御信号の受信に成功していれは、否定的な応答 (NAC )を墓地局に返すことて、

再迭制御を少しても早期に開始することかてきるかもしれない。しかしなから 2制

御信号の受信を失敗してしまった場合には、ュ一ザ装置は否定的な応答 (NACK)を

返すことさえてきす、伝搬遅延はかなり長くなってしまぅことか野念される。この傾向は

DRX周期か長く設定されているほと深刻になるおそれかある。特にセル端に位置す

るュ一ザ装置は、墓地局近傍に位置するュ一ザ装置に比へて下り信号の受信を失



敗しやすい。セル端のュ一ザ装置がハンドオーバ制御に関する情報をやりとりする場

合には、上記の伝搬遅延が長期化することは特に望ましくない。

０００6 本発明の課題は、間欠受信を行っているュ一ザ装置が 2制御信号の受信に

失敗した後次回それを適切に受信するまでに生じる遅延を減らすことである。

課題を解決するための手段

０００7 本発明で使用される墓地局装置は、無線リンクのチャネル状態に応じて分類された

ュ一ザ装置について、間欠受信パターンを決定する手段と、前記間欠受信パターン

を前記ュ一ザ装置に通知する手段とを有する。前記間欠受信パターンは少なくとも

間欠受信の周期を特定する。

発明の効果

０００8 本発明によれば、間欠受信を行っているュ一ザ装置が 2制御信号の受信に失

敗した後次回それを適切に受信するまでに生じる遅延を減らすことができる。

図面の簡単な説・明

０００9 図 本発明の一実施例で使用される墓地局の機能ブロック図を示す。

図2 図 のD Xパターン選択情報処理部で行われる処理手順を示すフローチャート

である。

図3 セル端のュ一ザ装置のDRX周期が墓地局近辺のュ一ザ装置のDRX周期より短

く設定される様子を示す図である。

図4 DRXパターン例を示す図である。

符号の説・明

００1０ 無線受信部(RxR )

2 DRXパターン選択情報処理部

3 通知信号生成部

4 無線送信部(TxR )

発明を実施するための最良の形態

００11 本発明の一形態によれば、DRXパターンがチャネル状態に応じてュ一ザ装置毎に



適切に設定される。セル端に位置するよぅなチャネル状態の良くないユーザ装置に

ついてほ、単位時間当たりの起動時間がより長くなるようにDRX パターンが決定され

る。これによりチャネル状態の良くないユーザ装置は、DRX 中より長く起動し、下り信

号の受信失敗後の遅延が丘くならないよぅに配慮できる。

００1 2 説明の便宜上、具体的な数値が使用されるが、特に断りがなければそれらの数値

は単なる一例に過ぎず、必要に応じて他の値が使用されてもよい。

実施例 1

００1 3 図 は本発明の一実施例で使用される墓地局の機能ブロックを示す。図 には無線。

受信部 (RxR ) DRX パターン選択情報処理部 2 、通知信号生成部 3 及び無線

送信部 (TxR ) が示されている。

００1 4 無線受信部 (RxR ) は、アンテナ及びデュプレクザを介してユーザ装置から受信

した無線信号について、電力増幅処理、周波数変換処理、帯域限定処理、アナログ

ディジタル変換処理、復号及び復調処理等を行ぅ。無線受信信号には、下り受信品

質を示す情報 (例えば、下りリファレンス信号の受信レベルから導出されたチャネル品

質インジケータC Q ) 、及び 又は上りリファレンス信号が含まれていてもよい。

００1 5 DRX パターン選択情報処理部 2 は、ユーザ装置から報告されたC Q は上りリファ

レンス信号(の受信品質)を含む情報を処理することで、ユーザ装置に相応 、
DRX

パターンを選択する。DRX パターンは、ユーザ装置が間欠受信を行ぅ際の間欠受信

の周期を示す情報や、 つの間欠受信周期の間に起動期間及び休止期間がどのよ

ぅに生じるかを示す情報等で特定される。DRX パターン選択情報処理部 2 の動作に

ついては後述される。

００1 6 通知信号生成部 3 は、決定されたDRX パターンをユーザ装置に通知するための

通知信号を作成する。DRX パターンは、適切な如何なる手法で通知されてもよいが、

通常DRX パターンは頻繁には変更されないので、DRX パターンを示す情報は 2

制御信号に続くデータ信号の中に含められる。より具体的には、DRX パターンを示す

情報はMAC コントロールP D U で通知されてもよレセ、 3 メッセージで通知され

てもよい。

００1 7 無線送信部 (TxR ) は、デュプレクザ及びアンテナを介してユーザ装置に無線信



号を迭信するための処理を行ぅ。その処理には、ティシタルアナロク変換処理、符号

化及ひ変燗処理、周波数変換処理、帯域限定処理、電力増幅処理等か含まれてよ

い。無線信号は 2制御信号及ひテータ信号を含み、 2制御信号は後続の

テータ信号かとのュ一ザ装置にとのリソースフロノクかとのよぅな伝迭フオーマ外て

割り当てられているかを示す清報、吹回の上りテータ迭信てとのュ一ザ装置かとのリ

ソースフロノクてとのよぅな伝迭フオーマ外て迭信してよいかを示す清報、過去の上

りテータに対する迭達確甜 清報(AC NAC )等を含んてよい。テータ信号には、ュ
一ザ装置宛のュ一ザトラフィノクテータに加えて、D Xパターンを示す適知信号か含

まれてもよい。

００18 図2は図 のDRXパターン選択 清報処理部 2て行われる処理手順のフローチヤー

トを示す。ステノプ ては、DRXパターンの選択要請をュ一ザ装置から受けたか否か

か判定される。DRXパターンの選択は、墓地局か主導的に行ぅのて、選択を行ぅか否

かも墓地局か決定するのか原則てある。但し、ュ一ザ装置からの要請に応して、DRX

パターンか選択されてもよい。この要請を受けた場合の動作については後述される。

００19 ステノプ52ては、ュ一ザ装置から下りチヤネル状態を示すチヤネル品質インシケー

タ( りCQ )か受信される。又はュ一ザ装置から受信した上りリファレンス信号の受信

品質 Rを側定し、上りチヤネル状態のチヤネル品質インシケータ(上りCQ )か側定さ

れてもよい。下りCQ 及ひ上りCQ の双方又は一方に某ついて、チヤネル状態の良否

か判定される。チヤネル状態は厳密には上りと下りて典なるか、本実施例ては瞬時的

な良否よりも平均的な良否か後の信号処理に使用されるのて、ステノプ 2て用首さ

れるCQ は上り用ても下り用ても双方てもよい。

００2０ ステノプ 3ては報告された又は側定されたCQ か平均ィヒされる。平均化は例えはロ

一パスフィルタを適すことて実現されてもよい。平均ィヒされたCQ は、瞬時フェーシン

ク等には追従しないか、シヤト一インクやパスロス(伝搬損失)等には追従する程度に

緩やかに変化する呈てある。

００2 1 ステノプ 4ては平均ィヒされたCQ に某ついて、ュ一ザ装置かセル端に位置するか

否かか判定される。ュ一ザ装置は、平均ィヒされたCQ か悪い場合にはセル端に位置

し、それか良けれは墓地局の近くに位置するよぅに判定される。



００2 2 ステッ 5ではユーザ装置がセル端に位置するか否かに応じて、そのユーザ装置

で使用されるD Xパターンが決定される。DRXパターンは、ユーザ装置が間欠受信

を行ぅ際の間欠受信の周期を示す情報や、 つの間欠受信周期の間に起動期間及

び休止期間がどのよぅに生じるかを示す情報等で特定される。

００2 3 ステッ 6ではステッ 5で決定されたDRXパターンがユーザ装置に通知され、フ

ローは終了する。

００24 図3ほDRXパターンの一例を示し、セル蝋のユーザ装置のDRX周期T 例えば、1
edge

０ms)が、そぅでないユーザ装置のDRX周期T (例えば、2０ms)より短く設定される例
。町

を示す。何れの場合も、ユーザ装置は間欠受信の周期に合わせて起動し、 2制

御信号を受信及び復調し、自装置宛のデータが有ればそれを受信し、無ければ休

止状態に戻って次回の起動タイミングまで待機する。セル端のユーザ装置が頻繁に

起動するよぅにすることで、下り信号の受信に失敗した後次回それを適切に受信する

までの遅延を短縮しつつ、墓地局近傍のユーザ装置についてはバッテリセ一ビング

による省電力化を図ることができる。

００2 5 図4は、DRX周期が同じであるか否かとは別に、DRXの 周期内で起動期間の占め

る割合 (デューティ比)が変えられる例を示す。DRX周期の長短及びデューティ比の多

少をそれぞれ調整することでDRXパターンが決定されてもよい。

００26 ㈲ではユーザ装置はDRX周期毎に TT ( ザブフレーム)の期間だけ起動し、それ

以外は休止状態である。

００2 7 ( 1)でもユーザ装置は同じDRX周期毎に起動するが、2TT (2ザブフレーム)の期間

連続的に起動する点が典なる。セル端のユーザ装置では、そぅでないユーザ装置よ

りも、起動期間の占める割合が多くなるよぅにデューティ比が設定されてもよい。下り

信号の送信される機会は、起動期間が多ければその分だけ増えるので、セル端ユー

ザに下り信号が送信される機会又は可能性が増える。従って下り信号の受信に失敗

した後次回それを適切に受信するまでの遅延を短縮することができる。図示のよぅに

起動する時間を連続的に長くすることは、例えばバースト的に生じるデータ通信に相

応しい。

００28 ( 1)ではユーザ装置は 周期の中で2TT の期間だけ起動するが、(11)のよぅに連続



的に起動するのではなく、 T T 起動後ある期間を経て T T 起動する点が典なる。あ

る期間は、自動再送制御( ARQ : b d Au oma c Re pea eQues )におけるラ

ウンドトリップ時間(RTT) に合わせて設定される。最初の起動期間で下り信号の受信

に失敗したことが墓地局で確認されると、墓地局はそのュ一ザ装置に対する再送パ

ケットを、DRX周期より短いRTTの期間経過後に送信できる。ュ一ザ装置が下り信号

の受信に失敗したことは、例えば ARQのAC NAC が送信されなかったことを検

出する ( X検出するにとで確認できる。そして、首尾良く行けば、ュ一ザ装置はD

RX周期内で2回目に起動した際に再送パケットを受信できる。休止期間を ARQ RT

Tに合わせて設定することで、墓地局からュ一ザ装置への再送を早期に開始すること

ができる。なお、(11) と( 1 1) を細み合わせたパターンを設定してもよい。

００2 9 図2のステッ 5では上記のよぅに様々なDRXパターンがュ一ザ装置のチヤネル状

態に応じて決定される。更には、DRXパターンは、Vo Pによる通信、制御メッセージ

の通 (例えば、シグナリング無線ベアラ( RB)の通 、 TTPデータ通信、電子メー

ルによる通信等のよぅな様々な無線ベアラの種別に応じて決定されてもよい。例えば

Vo Pのよぅな音声パケットについてはDRX周期を2０m sとし、 TTPデータ通信では1

s に設定されてもよい。また、無線ベアラの種別の観点からDRX周期の長短及び 又

は 周期当たりの起動期間の占める割合が導出され、更にチヤネル状態の観点から

DRX周期及び 又は 周期当たりの起動期間の占める割合が調整されてもよい。

００3０ 上述したよぅにDRXパターンの選択は墓地局が必要に応じて決定するのが原則で

ある。但し、ュ一ザ装置からの要請に応じて、DRXパターンが選択されてもよい。その

よぅな要請がュ一ザ装置から受信されると、フローはステッ 7 に進む。

００3 1 ステッ 57に至る場合には、ュ一ザ装置は下り受信信号品質を測定し、それを平均

化し、自装置がセル端に位置するか否かを判定し、判定結果を墓地局に報告する。

墓地局は判定結果に従ってそのュ一ザ装置用のDRXパターンを決定する(ステッ

5 )。以後ステッ 6で、選択されたDRXパターンがュ一ザ装置に通知され、フローは

終了する。即ち、ステッ 2 3 4に相当する処理がュ一ザ装置で行われ、ステップ

S 5 以降が墓地局で行われる。

００3 2 説明の便宜上、ステップ5 4ではュ一ザ装置がセル端に位置するか否かの2者択一



的な判定かなされるか、2より多くの分類判定かなされてもよい。その場合、チャネル

状態に応して用首されるD Xパターンの種類も2より多くてよい。

００33 以上本発明は特定の実施例を参照しなから説明されてきたか、実施例は卓なる例

示に過きす、当業者は様々な変形例、修正例、代替例、置換例等を理解するてあろ

ぅ。発明の理解を促すため具体的な数値例を用いて説明かなされたか、特に断りの

ない限り、それらの数値は卓なる一例に過きす適切な如何なる値か使用されてもよ

い。説明の便宜上、本発明の実施例に係る装置は機能的なフロノク図を用いて説明

されたか、そのよぅな装置はハートウェアて、ソフトウェアて又はそれらの細み合わせ

て実現されてもよい。本発明は上記実施例に限定されす、本発明の桔神から逸脱す

ることなく、様々な変形例、修正例、代替例、置換例等か本発明に包含される。

００34 本国際出願は2００7年2月9 日に出願した日本回特井出願第2００7 333 号に

某つく優先権を主張するものてあり、その全内容を本国際出願に援用する。



請求の範囲

無線リンクのチャネル状態に応じて分類されたュ一ザ装置について、間欠受信パタ

ーンを決定する手段と、

前記間欠受信パターンを前記ュ一ザ装置に通知する手段と、

を有し、前記間欠受信パターンは少なくとも間欠受信の周期を特定する

ことを特徴とする墓地局装置。

2 チャネル状態の悪いュ一ザ装置の間欠受信には、より短い周期が設定される

ことを特徴とする請求項 記載の墓地局装置。

3 前記間欠受信パターンは、 周期当たりの起動期間及び休止期間の比率も特定す

ことを特徴とする請求項 記載の墓地局装置。

4 起動期間及び休止期間の切り替えが、前記周期の中で 度しかなされないよぅに前

記間欠受信パターンが決定される

ことを特徴とする請求項3記載の墓地局装置。

5 起動期間及び休止期間の切り替えが、前記周期の中で複数回行われるよぅに前記

間欠受信パターンが決定される

ことを特徴とする請求項3記載の墓地局装置。

6 2つの起動期間の間で生じる休止期間の少なくとも つは、自動再送制御における

ラウンドトリップ時間に合わせて設定される

ことを特徴とする請求項5記載の墓地局装置。

7 チャネル状態の悪いュ一ザ装置の起動期間が、チャネル状態の良いュ一ザ装置

の起動期間より長くなるよぅに前記比率が設定される

ことを特徴とする請求項3記載の墓地局装置。

8 前記間欠受信パターンが、無線リンクのチャネル状態及び無線ベアラの種類に応

じて決定される

ことを特徴とする請求項 記載の墓地局装置。

9 前記間欠受信パターンが、MAcコントロールパケットデータュニットで又は cメッ

セージでュ一ザ装置に通知される



ことを特徴とする請求項 記載の墓地局装置。

０ 前記チャネル状態は、チャネル品質インジケー列CQ で表現される

ことを特徴とする請求項 記載の墓地局装置。

前記チャネル状態は、シャド一イング又はパスロスに追従する程度に平均化された

チャネル品質インジケータで表現される

ことを特徴とする請求項 ０記載の墓地局装置。

2 ュ一ザ装置で測定されたチャネル状態の測定値が当該墓地局装置に報告され、

該測定値に応じて前記ュ一ザ装置が分類される

ことを特徴とする請求項 記載の墓地局装置。

3 移動通信システムの墓地局装置で使用される方法であって、

無線リンクのチャネル状態に応じて分類されたュ一ザ装置について、間欠受信パタ

ーンを決定するステップと、

前記間欠受信パターンをュ一ザ装置に通知するステップと、

を有し、前記間欠受信パターンは少なくとも間欠受信の周期を特定する

ことを特徴とする方法。
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